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SDGs と英語教育

── 里子の手紙を和訳する活動を通して得られたもの ──

SDGs and English Education: 
What We Gained through the Activity of Translating Foster Children’s Letters

清　水　真紀子

Makiko Shimizu

抄　　録

　日本の英語教育への熱は相変わらず高いが、多くの場合はスピーキング力向上といった英語でのコ

ミュニケーション能力をはじめとする技能習得や、英語読解力向上に焦点が当てられているのが実情で

ある。もちろん英語力の向上は望ましい。しかし、昨今で注目されている国際語としての英語

（English as an International Language: EIL）(1)習得の意義は単なる言語能力習得だけでなく、世界情勢

に対し興味を抱き、他文化理解を深め、地球市民としての共通の問題、課題を解決する力を同時に育成

することだと考える。この力を育む教育は Education for Sustainable Development：ESDと呼ばれてお
り、現在では国を挙げて取り組んでいる SDGsを実現させるためには必要な教育である。本稿はアフリ
カの子どもたちが日本の里親(2)宛てに英語で書いた手紙を日本語に訳して届けるというボランティア活

動を通して、学生の意識に変化が出るのか、SDGsへの理解を深めることができるのか、結果 ESDと
しての効果が見られるのかを検証し、英語の学習目的を再確認することを目的とする。

〔キーワード：国際語としての英語（EIL）、ESD、英語教育、SDGs、翻訳活動〕

１．はじめに

１ (1)．英語を学習する目的とは何か

　「『なんで英語やるの？』と聞かれたら、あなた何と

答えますか？」鳥飼（2011：p.5）の『国際共通語と
しての英語』はこのような文言で始まる。『なんで英

語やるの？』(3)とは本のタイトルで、この本が出版さ

れた1974年では、この質問を突きつけられ、返答に
困った日本人は多かったようだ。当時は高度成長期で

なんとなく英語を勉強すると将来役に立つと考えて英

語を学習する人が多く、理由や目的を明確にできない

学習者が多く存在したと述べられている。それから50
年近くが経過した現在では、この質問には多くの日本

人が「グローバル社会に必要だから」と答えるであろう。

実際に企業が従業員に英語力の指針となる TOEIC® 
L&Rテストの高スコアを求める傾向が続いている。
文部科学省（2002）が「英語が使える日本人」の育成
のための戦略構想を策定し、「経済・社会等のグロー

バル化が進展する中、子ども達が21世紀を生き抜くた
めには、国際的共通語となっている『英語』のコミュ

ニケーション能力を身に付けることが必要であり、こ

のことは、子ども達の将来のためにも、我が国の一層

の発展のためにも非常に重要な課題となっている」と

述べ、行動計画を出したのは2003年のことだ。それか
ら学習指導要領が繰り返し改定され現在に至るまで、

学校の英語教育は「英語が使える日本人」を育成する

ために、英語でのコミュニケーション能力習得、ある

いは向上を主な目的としたものとなっている。2021年
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度より実施されている新英語指導要領により、小学校

においては英語は教科として扱われるようになった。

また中学校では「授業を英語で行うことを基本とす

る」という方針が示されている。高校で要求されるの

は中学までに培われた英語力を基に外国人講師を交え

たディスカッションなどであり、より発展的で高度な

英語力を必要とする授業を目指すように指導されてい

る。しかし一方で、高い英語運用能力習得ばかりに焦

点を当てることに警鐘を鳴らしている専門家も少なく

ない。年々難化していく学校英語教育の前に、なぜ英

語を学ぶ必要があるのかという問いに対して考えさせ

る機会を設けていないからである。英語は日本社会に

おいて本当に必要になってきているのであろうか？成

毛（2011）は自著で実社会で英語を必要としている人の
割合は 1割だと述べた。成毛の本が出版されてから10
年が経過し、着実に日本でもグローバル化は進んでい

るはずだが、現実には社会で生活していく上で英語を

使わなくても支障はないように見える。『英語教育』(4)

が「なぜ英語を学ぶの？にどう答えますか？」という

タイトルで特集を組んだ際、仁科（2018）が「大学で
英語を学ぶ必要はあるのか」という寄稿の中で引用し

た日本版総合的社会調査（2002）のデータでは、成人
全体で「英語を仕事で使用した人」は12.4％、就労者
の場合をもってしてもわずか18.6％だという。同じ日
本版総合的社会調査（2002, 2003, 2008, 2010）のデー
タを分析し、「日本人と英語」にまつわる言説を検証

した寺沢（2015：p.175）によると、日本における仕
事での英語の必要性は近年においても限定的であり、

客観的な必要性は主観レベルでの必要感・有用感を下

回っていると結論づけた。特に英語使用者数（首都圏

の20歳から59歳の就労者）は2002年から2008年の間で
変化は見えず、2010年に減少をしているとも指摘して
いる。ここで使用されたデータは最新のものではない

が、この調査が行われた時期と比べて、実社会での英

語必要度が上がっているとも思えない。文部科学省が

述べた「英語でのコミュニケーション能力習得が子ど

も達の将来のためにも、我が国の一層の発展のために

も非常に重要な課題」であるならば、具体的にどのよ

うに日本の発展に関わってくるのかを考えさせる機会

を与えるべきであろう。「英語は何のために学ぶのか」

「英語教育はどうあるべきか」これらの質問に答える

のも本研究の目的となっている。

１ (2)．SDGs と ESD

　昨今では一般的になった SDGsは2015年 9月25日
に、国連持続可能な開発サミットで国連加盟国193国
代表により全会一致で採択された「持続可能な開発目

標（Sustainable Development Goals: SDGs）」のことで、
社会、経済、環境の 3つのバランスを重視し、持続可
能な社会前向きに作っていくための世界共通の目標で

ある。「地球上の誰一人として取り残さない」を理念

とし、貧困、紛争、気候変動、感染症などを世界が直

面する共通の問題として捉え、人類がこの地球で暮ら

し続けるために2030年までに達成すべき17の目標と
169のターゲットより構成されており、色分けされた
17つの目標を輪にしたシンボルは目にしない日は無い
ほど、よく知られているものとなった。

　ここで掲げられている持続可能な社会を実現するた

めにはその社会の担い手が必要であり、その担い手を

育成すべく教育からもアプローチをかける動きが加速

している。文部科学省（2019）は「SDGs実現に向け
た文部科学省の取組」のなかで SDGs達成に貢献する
と題し、持続可能な開発のための教育、Education for 
Sustainable Development：ESD（以下 ESD）の重要
性に触れ、以下のように定義付け、推進をしている。

　＊ 持続可能な社会づくりの担い手を育むため、現代
社会における地球規模の諸課題を自らに関わる問

題として主体的に捉え、その解決に向け自分で考

え、行動する力を身につけるとともに、新たな価

値観や行動等の変容をもたらすための教育。

　 ＊国際理解、環境、文化多様性、人権、平和等の個
別分野を持続可能まな開発の観点から統合した分

野横断的な教育。

　同省（2016）によると ESDは2002年に「持続可能
な開発に関する世界首脳会議」で日本が提唱した考え

方で、同年の第57回国連総会で採択された国際枠組み
「国連持続可能な開発のための教育の10年」（2005─

2014年）や、2013年の第37回ユネスコ総会で採択され
た「持続可能な開発のための教育（ESD）に関するグ
ローバル・アクション・プログラム（GAP）」（2015─
2019年）に基づき、ユネスコを主導機関として国際的
に取り組まれてきた。先述の SDGsの目標 4「すべて
の人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯

教育の機会を促進する」のターゲット4.7に位置づけ
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られるとともに、その17の目標の実現に寄与すると国
連総会でも確認されている。なお、文部科学省は2017
年には学習指導要領においても，前文と総則に「持続

可能な社会の創り手」育成を掲げている。環境問題や

地球温暖化による自然災害、それによって引き起こさ

れる貧困や飢餓、紛争、また伝染病の蔓延など現代社

会が抱える課題は各自治体や国単位では解決が難し

く、世界自体が持続不可能となりつつある。その流れ

を変えるためには、地球規模の課題を自分ごととして

捉え、解決するために何が必要かを考え、自らが行動

を起こし、変化を起こせる人材が必要不可欠である。

そして、この世界各国が直面している地球規模の課題

解決のためには相互理解やコミュニケーションは必須

であり、共通の言語、つまり国際語としての英語（EIL）
習得が今後ますます必要になってくると著者は考える。

１ (3)．ESD×EIL

　Jay Walker（2009） は TED Talks(5)の“The World’s 

English Mania”というスピーチの中で、現在の世界の

異常とも受け取れる非英語母語者たちの英語熱に触れ、

英語が世界共通語となっているのは世界が必要として

いるからだと述べ“But with English, you can become 

図１　SDGs ポスター　国際連合広報センター（2018）

図２　ESDの基本的な考え方と SDGs での位置づけ（文部科学省 2019）
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part of a wider conversation -- a global conversation 
about global problems, like climate change or poverty, 
or hunger or disease.“「英語を用いればより広い会
話、世界の諸問題、気候変動や、貧困、飢餓、疾病な

どの問題について取り扱う世界規模の会話に参加でき

るのだ。（筆者訳）」と国際共通語を習得するのは経済

的なメリットだけではないと語り、さらに“English 
represents hope for a better future where the world has 
a common language to solve its common problems.”
「英語は共通の問題を解決するための共通言語を持て

る世界というより良い未来の向けての希望である。

（筆者訳）」と締めくくっている。ここからも国際語と

しての英語（EIL）を学習する際には、目標言語その
ものの習得のみではなく、習得した英語運用能力をい

かに社会に役立てていくかを考えさせていくことが今

後の英語教育の要になってくることがわかる。CLIL(6)

の枠組みの中で SDGsと英語教育の融合を検討してい
る伊東（2019）は今までの英語教育は言語の知識習得
や運用に重きが置かれてきたと指摘し、今後は目標言

語の英語で教科内容やトピックを深く考察し、課題解

決につなげる新しい英語教育のかたちを提唱してい

る。本研究では、CLILの枠組みでは行わない。代わ
りに貧困にあえぐ発展途上国の子どもたちと、その子

どもたちに関わる教育関係者による日本の里親宛ての

英語の手紙を、日本語に翻訳して届けるというボラン

ティア活動を通して、学生の意識に変化が芽生えるの

か、SDGsに対する理解は深まるのかを検証していく
ことを目的とする。英語を日本語に訳す行為は、文法

訳読法と言われ、学校での英語の授業では文法規則の

理解や語彙の解釈を確認するために行われる。つまり

英語運用能力向上を目的として行われることが多い。

しかし、翻訳の対象となる手紙の内容を、単なる訳す

ための英文テクストと捉えるのではなく、その手紙が

書かれた背景、及び手紙の書き手の所属する社会状況

を学び、この翻訳活動の真の目的を理解することで、

SDGsの意義重要性を深く理解し、行動に変容を起こ
すことができるようになるのではないかと考える。こ

れこそが SDGsを実現させるために行うべき教育、

ESDと呼べるのではないだろうか。西井他（2012：
p.10）は ESDの目的は持続可能な社会づくりである
ので、一番の評価指数は当該地域でどれぐらい持続可

能な社会にむけて変化したか、また社会全体の変容も

さることながら、一人ひとりの変容も求めているため

学習者に対する評価指数も必要だと述べ、評価の視点

を示している(7)。その中の一つに「自分の問題として

捉えているか。主体性があるか」という項目がある。

今回は学生は翻訳活動を通して、貧困問題を自分ごと

として捉え、また主体的に行動する、あるいは行動に

つなげられるのかをみていく。

２．授業の概要

２ (1)．対象学生

　対象学生は英語ゼミの社会力育成ゼミに所属する短

期大学 1年生である。2020年、2021年と実施して、今
期で 3年目となる。学生数は以下の通りである（表
1）。

２ (2)．授業内容

　授業は 1コマ90分、15週からなる。社会力育成ゼミ
Iという性質上、社会力を育成することが授業の目的
である。前期の日本語リテラシーゼミ内で前述の Jay 
Walker（2009）氏の TED Talk“The World’s English 
Mania”は視聴済みであるので、国際語としての英語
理解については導入が済んでいる状態になっている。

　「社会力育成ゼミ I」は短期大学部 1年生が受講す
る必修の授業で、2022年度高崎商科大学短期大学部の
学生便覧に書かれたカリキュラムマップではこの授業

を通して身につけるべき学力の三要素では主体性・多

様性・協調性となっている。その中の一つの主体性と

は「他から影響されることなく、自分の意志や判断に

よって行動しようとする性質・態度」であり、先に述

べた ESDの「持続可能な社会づくりの担い手を育む
ため、現代社会における地球規模の諸課題を自らに関

わる問題として主体的に捉え、その解決に向け自分で

考え、行動する力を身につけるとともに、新たな価値

観や行動等の変容をもたらすための教育」に重なる。

また翻訳を通して接するのはエチオピアの子どもたち

とその関係者であり、普通の大学生活を日本で送って

いるだけでは交わることが難しいと考えられるのもう

表１　年別の履修者数

2020 2021 2022

男 女 男 女 男 女

5 11 2 8 1 14

計　16 計　10 計　15
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一つの学力「多様性の理解」につながると考える。

　学生が翻訳活動を行う手紙をご提供いただいたのは

ESNACという NGO団体である。(8)まず、社会の課題

を考えるとして、授業ではこの団体の創立者の藤田氏

に団体を立ち上げた経緯、現地からの報告をまとめた

内容を伺った。貧困について学ぶためだ。

　その次に先述した『国際共通語としての英語』を読

み、国際語としての英語（以下（EIL）とする）を理
解してもらった。鳥飼（2011：p.12）は EILを使うの
は英語力のみならず、母語の力、言葉への感性、文脈

を読み取る力、相手への共感力などを全て総動員し、

主体的に相手と関わるーこれこそが今後の英語学習が

目指すべきコミュニケーション能力だと述べている。

また EIL習得を目標に設定することにより、学習者
が英語学習の目的を再考し、自律的に学ぶ姿勢を可能

にするとも述べており、EIL習得を目標にして英語学
習を続けることは、先に述べた ESDの「主体的に行
動を起こすことができるできる人材教育」の理念とも

一致する。英語学習者が何のために英語を学ぶのか、

目的意識をしっかり持ちながら英語を習得することの

大切さを理解した後、翻訳ボランティア活動へ繋げて

いく。この活動として多くの位置を占めるのが英語か

ら日本語への翻訳という作業であるが、翻訳は非常に

複雑且つ困難な作業であるので、翻訳について学ぶ時

間を設けた。

３．翻訳ボランティア活動

３ (1)．翻訳とは何か

　翻訳は従来英語の授業で行われている単なる英文和

訳とは異なる。大学英語教育における翻訳指導を研究

している辰巳（2015：p.69）は両者の違いを分かりや
すく表にしている（表 2）。

　この表からもわかるように和文英訳と翻訳は似て非

なるものである。今回の授業内での和訳作業を翻訳と

定義するのは、文脈を理解することに重きを置いてい

るからである。これは書き手の里子の環境から知る必

要がある。また目的は里親へ里子が書いた手紙を分か

りやすく伝えることであり、そのため、学生は手紙の

書き手と読み手の里親のコミュニケーションの仲介を

担うつまり、手紙の書き手の気持ちを読み手に正確に

伝えるという重大な役目を追うことになる。翻訳言語

表２　辰巳（2015）による　翻訳と英文和訳の定義

翻訳（意訳(9)） 英文和訳（訳読(10)、直訳(11)）

特徴 文脈を考えて訳を産出する。 文脈を考えずに語や句を訳す

（translating）。教室内での外

国語指導、学習者による

L2(12) 習得の手段である。

訳す目的 原文の語句や文構造を的確

に理解した上で、目的言語

を使って第三者に分かりや

すく伝えること。

辞書の訳語を当てはめ、機械

的変換を行い書記化したもの

で、訳文の質は問われない。

コミュニケー

ションにおけ

る仲介の有無

起点テクストの著者と翻訳

読者とのコミュニケーショ

ンの仲介を担う。

コミュニケーションという視

点はない。

出典：辰巳（2015）翻訳と英文和訳の定義

図３　社会力育成ゼミ1　シラバスの一部
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学者のヤーコブソン（1959：p.127）は、翻訳は（1）言語
内翻訳（intralingual translation）、（2）言語間翻訳（inter-
lingual translation）、（3）記号法間翻訳（intersemiotic 
translation）の 3つに分けられるとしている。（1）は
同じ言語内で表現を言い換えることや文章を要約する

ことを指す。（2）は一つの言語から他の言語への置き
換えであり翻訳というと、この行為をイメージする人

は少なくないであろう。（3）は言語で表現されたもの
を非言語の表現（音楽、映画、絵画）に変換すること

としている。このように翻訳の概念は広い。

　平子（1999：p.29）は翻訳を「起点言語テクストを
意味等価的な目標言語でテクスト化し伝達すること。

あるいはテクスト間での意味の等価的伝達」と定義し

ている。つまり原文の内容を正しく読み取り、原文の

意図していることを変えることなく別の言語に言い換

えて文章にすることである。翻訳とはその知識を総動

員し、注意深く行う必要がある。なぜならば、翻訳者

の「起点言語の解釈」が、翻訳者による「目標言語で

の表現」を介して読み手に伝達されるからである。平

子はこれを「翻訳は読み手を支配する」と表現してい

る（p.7）。このように翻訳は大きな責任を伴う作業で
あり、翻訳者はその責任十分に自覚して行う必要があ

る。言語はその言語が持つ文化的背景に強く影響され

るため、原文の意味をそのまま訳すと読み手に不快な

思いをさせてしまうことも起こりうる。そこで最も適

切な表現を探すプロセスが非常に大切になる。広田

（2007：p.2）はこのプロセスを原文の内容と目標言語
で言い換えられた表現が等しくなるように翻訳者が試

行錯誤をして工夫を重ねるプロセスと定義している。

翻訳をする場合、大きく分けて 2つの段階を踏む必要
がある。まずは原文の内容を正しく理解すること。そ

のためには文法と単語の知識が必要である。第 1段階
は文法の知識により、英文構成を正しく読み解く。ま

た英単語は日本語と違い、一つの単語が複数の意味を

持つ場合が多いので、辞書をひきながらどの意味がそ

の文脈で最も適切なのかをチェックする段階である。

第 2段階は目標言語テキストで表現段階。ただし、目
標言語の文化、習慣、慣習などを考慮し、読み手に原

文テキストの意図が誤りなく伝わるように適切な表現

を注意深く選ぶ。ここが一番重要である。英語では全

く同じ表現であっても日本語にした場合、発信者と受

信者の関係性が非常に色濃く反映されるからだ。今回

は学生にとって初めての翻訳を伴う学習のため、二つ

の段階を付け足した。第 3段階として、ペアで相手の
翻訳をチェックし、文法的な誤解釈はないか、適切な

表現が使われているかを相互チェックし、フィード

バックを与え合う段階、最終段階として教員へ提出、

教員のフィードバックを受け、加筆、修正をする段階

である。この 4つの段階を経てやっと翻訳した手紙が
里親の元へ届くようにした。

３ (2)．翻訳活動実践報告

３ (2)①．SDGs とその背景の理解
　まず SDGsの理解の確認から始めた。SDGsを初め
て聞いたという学生は皆無であったが、言葉だけで内

容を深く理解していない学生も散見された。そこで

SDGsが生まれた背景と内容について説明した。特に
今回の翻訳活動では貧困の理解が必要になるため、

ゴール 1の「貧困をなくそう」を取り上げ、世界の貧
困の状況を理解させた。

３ (2)②．原文テクストの生まれた背景と文脈の理解
　次に原文テクストが書かれた背景を理解するため、

ESNAC代表の藤田氏に団体を立ち上げた経緯と活動
内容などを講演していただいた。ご高齢ということも

あり、 2年目からは 1年目の講義で使用した zoomで
のリモート講演を録画したものを視聴させた(13)。こ

こで原文のテクストがどのような状況で書かれたもの

なのかを理解した。その後、翻訳と英文和訳の違いを

説明した。上記の辰巳（2015）の表を使って説明し違
いを確認するために訳をつけてもらった。ここでは

“There’re some cookies in the box.”という同じ英文
を二つの異なる状況で訳文がどのように変わるかを経

験してもらった。視覚的に分かりやすく違いを理解さ

せるためにイラストを用いた（図 5）。翻訳エクササ
イズで用意したのは 2つの違う状況である。
　状況①はリモートワーク中に話しかけられて困る母
親が子供の気を逸らすために上記の英文を話している

場面。状況②は授業中に英語教員が同英文を訳して生
徒に伝えている場面である。前述の辰巳（2015）によ
ると翻訳の特徴は「文脈を考えて訳を産出する」とあ

る。①では話し手は母親で聞き手はその子供である。
母親が子供にどのような言葉を使うのか文脈を考えて

訳を産出させた。②では英語教員が英語の授業に例文
の意味を言っているので文脈を考慮に入れる必要はな

い。よって通常の英文和訳で良い。
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　①では多くの学生は「あの箱の中にクッキーが入っ
ているよ。」あるいは「あの箱にクッキーが入ってい

るわよ」と訳し、②は「あの箱の中にクッキーが入っ
ています。」と訳した。二つの文は語尾が違うだけだ

が、受け取る印象はまるで違う。またなぜそのように

訳したのか訊いたところ、①については「母親が自分
の子供に話しているので、「です」「ます」は使わな

い」、「母親から子供への発言なので」と回答があっ

た。②に関しては「通常の授業で教員が生徒に訳を
言っているので、丁寧語を使うのが適切だと思う」と

全員の意見が一致していた。このように文脈によっ

て、また話し手と聞き手の関係によって、あるいは話

し手の性別によって語尾や使う表現が違ってくるのが

日本語の特徴だと説明した。

３ (2)③．日英の人称代名詞と主語の役割の違い
　翻訳において文脈を読み取ることは最も大切なこと

であるが、英語と日本語における主語の役割の違いへ

の理解も必要である。英文は基本的に主語と述語動詞

から構成される。また述語動詞によって補語や目的語

を伴う。特に他動詞と呼ばれる動詞は目的語を伴わな

ければ英文として成り立たない。しかし日本語では多

くの場合、主語や目的語は省略される傾向にある。こ

れはコミュニケーション時に言葉以外の意味に重きを

置くハイコンテクスト文化(14)に属する日本語の特徴

であり、話し手の意図は多くの場合、聞き手はすでに

背景や関係を理解しているはずだとの前提のもと、聞

き手に委ねられる。この部分も言葉の意味に重きを置

くローコンテクストな文化圏で話されている英語との

大きな違いである。よって日本語として訳出する場

合、主語を訳さないことも考えなくてはいけない。さ

らに、人称代名詞は英語の場合は主格であれば性別、

状況、話し手と聞き手の関係にかかわらず常に‘I’
であるが、日本語の場合は話し手の年齢、性別、また

聞き手との関係や場によって、多数存在する「私」を

意味する選択肢の中から最も適切なものを選ぶ必要が

ある。(14)このように人称代名詞に対する言葉選びも翻

訳では重要な要素を占めることとなる。この日本語の

複雑さ、主語の役割の相違を理解させるために用意し

たのが以下（図 6）に示すスライドである。
　①②ともに英文は“ I’m Taro Kikuchi.”であるが、

①は話し手が子ども、そして男子であることから人称
代名詞の言葉を選ぶ必要が出てくる。また絵を見ただ

けでは聞き手がわからない。そこで文脈を読み取るエ

クササイズとして、①─ 1場面設定として新学期の自
己紹介をしているとし、①─ 2は初めて会った同じク
ラスの男の子に話しかけているとした。②は取引先の
人と始めてあった時の自己紹介をしているとした。

　①─ 1は「僕はきくちたろうです」「きくちたろうで
す」と敬語を用いる訳が多く見られ、語尾は丁寧語を

全員使用した。①─ 2は「僕、きくちたろう」、「きく
ちたろうだよ」となり、語尾は丁寧語を用いた例はな

かった。②に関しては全員の学生が「私はきくちたろ
うと申します」と訳した。ビジネスシーンであるの

で、人称代名詞は「私」を使うべきだというのが学生

の意見であった。また「申す」という謙譲語を使用し

ていた。このように文脈によって異なった人称代名詞

の使用や、また敬体表現の有無など、日本語での訳産

出において文脈から慎重に数多くある選択肢の中から

最も適切な言葉を選ぶ必要性があることをを学ばせた。

３ (3)．翻訳課題の内容

　翻訳作業での注意点の説明の後は各自、手紙と子ど

ものケースヒストリーと呼ばれる生い立ち、現在の状

図５　授業で使用したパワーポイントスライド１

図６　授業で使用したパワーポイントスライド２
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況が記されたレポートの翻訳に取り組んでもらった。

学んだ英語と日本語の言語的な差異や文脈理解の重要

性、また手紙の書き手の背景の知識など、翻訳に影響

を及ぼす事項を踏まえながら、里親という読み手に書

き手の気持ちを正確に伝えることを目的として訳し、

提出する。翻訳対象物は①里子の手紙②里子の世話係
からの手紙（2022年度はケースヒストリー）である。
課題の構成は①翻訳文②訳した際苦労したこと③語彙
や英文法など新たに学んだこと④訳した後の感想の提
出となっている。

３ (4)．学生のコメントからの考察

　①里子の手紙の例と（付録 1）と翻訳されて里親の
元に届けられた手紙の一例（付録 2）は付録にてご覧
いただきたい。②の訳した際苦労した点として「手書
きの文字を判読するのが難しかった」、「ネイティブが

書いた文ではないので間違いがあり、推測するのが大

変だった」という声もあったが、多くは「今までやっ

たことのある和訳と違って、手紙の書き手の気持ちを

どのように表現したら自然に伝わるのか何度も何度も

読んで原文を理解し、適切な表現を探した」とある。

このように学生は不自然な訳を避けるためにかなりの

時間を割き、課題に取り組んだようだ。今回は里親に

子どもの気持ちを伝えるために責任を持って翻訳作業

に取り組み、苦労しながら自然な日本文に訳出したこ

とが伺える。③では宗教関係の表現、貧困に関連する
英単語に初めて触れたとの声が多かった。また接続詞

の使い方を学んだとの声も聞かれた。④の訳した後の
感想では

　　実際訳してみて初めて感じたのは、悲しさです。

最初はわかりませんでしたが、訳していくと、ご両親

の状況を知り、とても辛い気持ちになりました。絶対

に辛いはずなのに、手書きの手紙では元気な文章と

絵も描いてあり、明るいお手紙を書いてくれました。

また、助けが欲しいのはこの男の子のはずなのに、こ

ちら側のことを祈ってくれている優しさが嬉しくな

りました。世界には、わたしたちが想像したこともな

い助けを求めてる方々がたくさんいるなと感じ、少

しでも翻訳でちからになれたらと思うことができま

した。以前だったら翻訳のことも知ることがなかっ

たですが、この機会を経験できてよかったです。

　　翻訳作業が無ければ、私は貧しい国の子供たちや

人々が、実際にその国でどのように生活していて、

何に苦しんでいるかの現状を理解することが出来な

かったと思います。今回、この授業を通して、世界

では貧困が問題になっていることが分かりました。

このことを知ったことで、自分に出来ることがある

かと言われれば難しいことだけど、理解して意識し

て行動するだけでも違うと思いました。少なから

ず、私自身にもできることはあると思うので、日々

の生活の中で、意識していきたいと思います。

　この他にも「貧困の実情が少し分かった。世界で

困っている人のために、自分ができることをやってい

こうと強く思った」など、問題解決のために積極的に

行動していきたいと述べる学生がほとんどであった。

しかし中には、取り上げた貧困やその他の社会的な課

題に関心を寄せず、ただ課題の一部としてのみ取り

扱っているように見えた学生も当然ながら存在した。

しかし翻訳活動後に次のような感想を書いていた。

　　短期大学の一年次に、エチオピアの子ども達から

日本の里親に宛てた手紙の翻訳に取り組みました。

当初は、ゼミで課された課題をクリアするために翻

訳作業に向き合っているだけでした。しかし、実際

に手紙を読みながら翻訳を進めていくうちに、子ど

も達からの感謝の言葉に触れ、温かい気持ちになる

ことも多くありました。また、「どのように表現す

れば上手く伝えられるか」ということを考えること

も多かったため、生きた語学を勉強するとてもよい

機会となりました。この経験で学んだことは、語学

を学ぶことは目的ではなく、手段であるということ

です。これからも、学んだ語学をどのように活かし

ていくか、ということを考えながら、様々な活動に

挑戦していくつもりです。

　このコメントから、学生は英語運用能力向上のみを

目的とするのではなく、その能力をいかに社会に還元

していくのか、英語ゼミが目的としている英語学習の

本来の目的を、この活動を通じて理解してくれたこと

がわかる。また今年度卒業した学生が大学時代最も力

を入れたこととして以下のように記していた。

　　短期大学一年次に、エチオピアの子ども達から日
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本の里親に宛てた手紙の翻訳に取り組みました。私

がこの活動に力を入れた理由は、支援者の方のお話

を伺った際に、子ども達の貧困の状況に衝撃を受

け、何としても子ども達の想いを伝えなければなら

ない、と強く思ったからです。翻訳の際には、子ど

も達の文章を丁寧に読み取るようにしました。そし

て、そこに表現された感謝の想いを伝えるため、読

み手である里親の立場に立って、理解し易い表現で

翻訳することを心掛けました。この活動は、手紙一

枚を翻訳する、という地道なものでしたが、翻訳の

難しさに触れ、それを成し遂げたことで大きな自信

を得ることができました。そして何より、私自信の将

来の選択肢を広げられた貴重な体験となりました。

　紹介した学生のコメントから見えてくるのは、この

翻訳ボランディア活動を通して、世界で起きている貧

困を知り、その問題を自分ごととして捉え、問題解決

のために自分がなすべきことを主体的に行動に移して

いこうと考えられる、まさに ESD目指す持続可能な
社会の担い手になり得る人物像である。

４．おわりに

　本稿の目的は発展途上国の子どもたちの手紙を翻訳

して日本の里親に届けるというボランティア活動を通

して、学生の意識に変化が見られるのか、SDGsに対
しての理解が深まるのかを検証することであった。ま

た国際語としての英語習得の意義の確認も検証目的で

あった。今回取り上げた貧困は SDGsの数あるゴール
の一つにすぎない。ただこの活動をきっかけに他の目

標へ目を向けた学生も多い。翻訳後に取ったアンケー

トの結果、また学生が選んだ卒業論文のテーマから見

ると、学生の意識には変化が見られたと考えられる。

多くの学生が自分のできることから始めて、貧困を終

わらせるために支援をしていきたい。支援について調

べていきたい。積極的に支援に参加したいといったコ

メントを書いてくれていた。これこそ ESDの“Think 
globally, act locally”「地球規模で考え、小さいことか
ら始めよう（著者訳）」が目指す理念と合致し、持続

可能な社会の担い手としての資質が備わっていると言

えよう。

　この翻訳ボランティア活動は非常に地味で全く目立

たない活動である。だが、「実際に書かれた手紙を読

み、里親のために責任を持って日本語にして届ける」

という活動は学生を成長させたと思っている。これは

里子の手紙という素材に負うところが大きい。大学に

おける翻訳教育を研究している染谷（2010）は、翻訳
や通訳はコミュニケーション行為そのものであるか

ら、現代社会において重要な「異文化コミュニケー

ション」に関わる諸問題を鮮明にかつ多角的に体験で

きる格好のエクササイズだと述べている。このことか

らも翻訳素材を吟味した翻訳作業を英語教育に取り入

れることは理に適っていると考えられる。そして冒頭

で挙げた「なぜ英語を学ぶのか？」という問いに対し

て、「自国だけでなく世界の問題について幅広く知る

ことができたり、多様な文化の人たちと交流すること

ができて異文化理解につながったり、世界の問題につ

いて色んなアイディアを出しながらお互い協力して解

決に向かうことができるものなので、国際共通語とし

て英語を学ぶことは、世界の平和に繋がるものだと思

いました」と、英語習得の意義を代弁してくれた学生

もいた。SDGs時代を生きていくには、地球の問題を
共に解決する共通語として、英語の習得は今後必要性

を増していくと思われる。これからの英語教育は人材

育成にも寄与すべきであると考える。

註

（ 1）　English as an International Language は Larry Smith（1983）
によって提唱された考え方で、多国籍社会における英語の使用

目的の多様化と英語非母語話者数増加に注目し、英語は国際コ

ミュニケーション手段であると論じた。国際共通語としての英

語（English as a Lingua Franca）と同義語として使われている
ことが多い。

（ 2）　本来であれば里親とは事情があって親元で暮らせない子ども
を引き取って養育する親のことであるが、ここではアフリカの

子どもたちの教育費を支援する教育里親を里親と呼ぶ。

（ 3）　1974年に午夢館から出版された書籍で著者は中津燎子。ベス
トセラーとなり中津は大宅壮一ノンフィクション賞を受賞した。

（ 4）　1952年に創刊された大修館書店による月刊専門誌。英語教育
に携わる教育者や関係者向けの最新情報を提供し、議論の場も

設けている。書評や連載など著名人からの寄稿も多い。

（ 5）　「TED（Technology Entertainment Designの 略 称 ）」 は、
ニューヨークに本部を置く、様々な分野の専門家による講演会

を主催している NPO団体。「Ideas worth spreading（広める価
値のあるアイデア）」をミッションとして掲げ、インターネッ

ト上でさまざまな分野の専門家による TED Talksと呼ばれる
TED主催の講演を無料で視聴できる動画配信サービスの提供
を行なっている。英語でのプレゼンテーションは英語学習者に

も生きた教材として人気がある。

（ 6）　Content and Language Integrated Learningの略称。教科科目
やテーマの内容（content）の学習と外国語（language）の学
習を組み合わせた学習（指導）の総称で「内容言語統合型学
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習」とも呼ばれ、主に英語を通して、何かのテーマや教科科目

を学ぶ学習形態である。

（ 7）　西井他（2012：p.10）ESDにおける学習者に対する評価の視
点例は全部で 9つ挙げられている。

（ 8）　ESNACと は Educational Sponsorship of Needy Asian & 
African Childrenの略である。代表の藤田文子氏が1979年に設
立した団体で、インド・バングラディッシュ・エチオピアを中

心に、貧しく教育を受けられない数多くの子どもたちに教育を

受けさせることを活動の目的としている。主な活動内容は里子

の教育費支援だが、賛同者から寄せられた寄付金で学校、職業

訓練校や医院などを設立し、里子をめぐるコミュニティの支援

を全体的に行っている。里親になるとコーディネートされた里

子を紹介され、年間30,000円の里子の学費を支援する。年に 4
回、活動の内容を知らせるニュースレターが届き、クリスマス

時期になると里子と関係者から近況を知らせる手紙が届く。そ

の手紙は翻訳サービスを希望すると、翻訳された状態で事務局

を通して送られてくる。英語ゼミの学生が担当したのがこの手

紙である。この藤田氏には団体を作った経緯、現在の里子の状

況などを講演いただいている。

*（ 9）（10）（11）に関しては引用した表に註がついていたもので
以下その註を引用する（辰巳、2015：p.79─80）

（ 9）　英語教育において、学習者が STを解釈し、読み手にわかる
ように翻訳することで　ときには意訳とも言われる（柳瀬、

2011）。
（10）　教師の指導中心で、原文の語句や文構造を正確に理解させな

がら外国語を教えることを目的とし、訳文が不自然であっても

意味が理解できていれば許容される（鳥飼・河原、2013 p.102）。
（11）　原文にある語に一対一で辞書の訳語を当てはめ文法書にそっ

て着実に訳すこと（山岡、2001、p.30）英文和訳はしばしば直
訳とも言われる（柳瀬、2011）。

（12）　L2とは Second Languageを意味し、第 2言語のこと。ここ
では英語を指している。

（13）　産まれたばかりの女の子を、貧困ゆえに後に苦しむことがわ
かっているので、苦しまないように産まれた直後に殺めるとい

う話、蚊が媒介するウイルスによって足の皮膚が象の皮膚のよ

うになってしまい、歩行が困難となり最終的には足が壊死して

しまう象皮病の話など、日本では想像すらできない日常に学生

はショックを受けたようだ。講演視聴後の感想では「貧困や飢

餓を理解していたつもりだが、無知であったことを思い知らさ

れた。もっと知りたいと思った」との声が聞かれた。また藤田

氏の「本当の貧困とはお金のないことではなく、教養のないこ

とだ」という言葉から教育の大切さを学んだ。藤田氏はそれ

故、教育里親を募集し、里子の教育費の支援を募っている。

（14）　「ハイコンテクスト文化」と「ローコンテクスト文化」とい
う概念は文化人類学者であるエドワード・T・ホール（1976）
によって提唱された概念で、国や地域におけるコミュニケー

ションスタイルの特徴を表す。コミュニケーションの中で、言

葉に重きを置く文化（ローコンテクスト文化）か、言葉以外

（文脈、背景、脈略）の意味に重きを置く（ハイコンテクスト

文化）かに分かれ、日本は最もハイコンテクスト型とされた。

ちなみに日本の対極に位置するのはドイツ系スイス社会である。

（15）　日本語の人称代名詞を翻訳する際の難しさは翻訳の専門家も
悩ませる問題で、金原（2005：p.109）は英語の一人称はすべ
て‘I’であるのに対し、日本語では「ぼく、おれ、わたし、
わたくし、あたい、自分、己れ、われ、わし、拙者、朕」と多

岐に分かれ、しかもそれぞれが独自のニュアンスを持っている

ため‘I’一つをどう訳すかで悩むと述べている。
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「付録１」　学生が担当した里子の手紙の一例
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「付録２」　�学生が訳し、実際に昨年のクリスマス前に里親の元へ届けられた手紙、デザインもゼミ生の一人

が担当し、作成してくれた。＊この手紙は付録 1を翻訳したものではない。


